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人々と触れ合った、フィリピンワークキャンプ！ 

 
タクロバオ主教やジョー司祭らと共に並ぶキャンパーたち（バンリックで） 

 

様ざまな出会いを体験 

 第１２回目のフィリピンワークキャンプを無事に

終えて、参加者たちの感想文などを皆様にお届

けします。 

 今年も、キャンパーを二つのグループに分けて、

昨年もキャンプしたバンリックという電気もガス

もない小村の聖ピリポ聖ヤコブ教会と、そこから

車で２０分ほどの、今年初めて滞在するジャンボ

リーという、やはり貧困地域に建つアガペ（神の

愛）教会に行き、それぞれ教会施設の整備の手

伝いをしながら、交流しました。 

 日本の三教区の青年たちや、共に参加した聖

職たちと共に、多くの出会いを今年も体験しまし

た。同じ村で働きながらも、各自の感じることは

様々で、そして、このわずかな紙面では、そのす

べてを語りつくせません。しかし、参加者たちの

出会いを通して、いかに自分たちがそれを通し

て学んでいったか、その一端を感じ取っていただ

けたら幸いです。 

 フィリピンワークキャンプ団長 

九州教区司祭フランシス小林史明 

フィリピンとの掛け橋
第２１号（３教区合同ワークキャンプ報告第３号）       ２０１５年５月１８日
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2015 年ワークキャンプ日程 

2 月 27 日(金) 中華航空機で台北経由、マニラへ。 

EDCP（フィリピン聖公会中央教区）の教区事務所で歓迎会。 

2月 28日(土) 聖アンデレ神学校の聖餐式に参加。神学生たちと朝食。ワーク地に向かう。最初にワ

ーク地のひとつ、ジャンボリーのアガペ教会の歓迎会に全員出席。昼食後、全員が

バンリックに移動して、そこでも歓迎会。 

バンリックグループ ジャンボリーグループ 

そのまま村で夕食、ホームステイ。 自分たちのキャンプ地に帰って、夕食後

それぞれホームステイ。 

1 日(日) 午前中主日礼拝を聖ピリポ聖ヤコブ教

会で守り、岩佐司祭が説教をする。昼食

のあと、午後は休憩と人々との交流。 

午前：村の人たちと交流。 

午後：主日礼拝をアガペ教会で行い、小

林司祭が説教する。 

2 日(月) ワーク：日曜学校建物の整備、子どもた

ちとの交流など。 

ワーク：礼拝堂前の庭の拡張工事。 

3 日(火) ジャンボリーのグループに合流して、教

会前の庭の拡張工事。 

ワーク：礼拝堂前の庭の拡張工事。バンリ

ック組が一緒にワーク。 

4 日(水) ワーク：日曜学校建物の整備、子どもた

ちとの交流など。 

午前：小学校校長ロバートさんの案内で

近所を訪問。ロバートさんの息子の１歳の

誕生日祝い。午後はハイスクール訪問。 

5 日(木) 礼拝堂の周りのペンキ塗りなど、タク

ロバオ主教も来られて、作業をする。

ジャンボリー組が合流。 

バンリックのワークに合流する。 

6 日(金) ワーク：日曜学校建物の整備、子どもた

ちとの交流など 

教会の前の部分の拡張工事をする合

間、子どもたちと交流する。 

7 日(土) ジャンボリーへ出かける。 バンリック組が加わる。サンタイネスから

も仲間が参加、交流会をする。夜はボン

ファーヤー。 

8 日(日) ジャンボリーグループは、早めの朝食をとり、バンリックへ向かう。バンリックで合同

の主日礼拝の聖餐式を行い、長田司祭が説教をする。礼拝後に記念品を受け取り、

マニラへ移動。サンチャゴ要塞を見学後、主教座聖堂ホールで行われた感謝夕食会

に出席。感謝状など受け取り、各自が感想を語る。 

9 日(月) ニノイ・アキノ国際空港から台北経由で福岡、沖縄へ 
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初めてのフィリピン ワークキャンプ 

岸本 留香 

 

 2 月 27 日から 3 月 9 日、フィリピンのバンリ

ックという村に、ワークキャンプで参加しました。

バンリックは、山の中にある小さな村で、明るく

優しい人たちが住んでいました。私は、初めてフ

ィリピンに渡航したのですが、現地の方たちに何

度もフィリピン人と間違われました。フィリピン

の人たちは、のんびりしていて、冗談が好きで、

いつも笑っている印象を受けて、緊張することな

くすぐに打ち解けることができました。また、気

候も沖縄に似ていて蒸し暑く、料理も少し沖縄の

伝統料理に似ていてとても美味しかったです。私

たちが主にバンリックで活動したことは、子ども

たちとの交流でした。ダルマさんが転んだ、リコ

ーダー、折り紙を教えたり、また、フィリピンの

子どもたちの間で流行っている遊びを教えても

らったりして、言葉が通じなくても一緒に遊ぶこ

とができました。子どもたちは、私たちのことを

“アテ”（お姉さん）と呼んで、いつもくっつい

てきました。村のお母さん達も、いつも元気で、

植物を植える作業や、セメントを混ぜる作業をし

たとき、とてもテキパキ働いて、“強い母親”と

いうイメージがありました。英語が少し通じたの

で、お互いの家族や友人、恋人について話し、仕

事や学校の話もしました。そして、困ったことが

あったら何でも話してね、と言ってくれて、本当

のお母さんのような温かさを感じました。ホーム

ステイ先のお姉ちゃんとは、毎日寝る前にトラン

プや、お喋りをして過ごしました。彼女は、私た

ちの衣類を洗濯して、シーツカバーも交換してく

れて、まだ 1 才にもならない子どもがいるのに、

子育てしながらもとても優しくケアしてくれま

した。フィリピンでの生活は、電気・ガス・水道

のない生活でした。井戸から組んだ水に、やかん

で沸かしたお湯を混ぜて、バケツ一杯分でお風呂

に入り、トイレも井戸から組んできた水で流しま

した。夜は懐中電灯なしでは行動できないので、

お風呂も歯磨きも、部屋の中でもずっと懐中電灯

をつけていました。私が普段日本で生活している

と、停電しないかぎり自由に電気・ガス・水道が

使えるので、改めて、“当たり前”じゃないこと

に気づかされました。穴の開いた服を着て遊ぶ子

どもたち、学校に行けない子や、井戸で組んだ水

が入っている重いバケツを毎日何回も運ぶ村人

の光景などを目の当たりにして、こうやって一生

懸命生きている人が世界には沢山いるというこ

とを、強く認識しました。でも、フィリピンの人

たちは家族と幸せそうに過ごしていて、“大切な

ものは何か”をわかっていました。最後はお別れ

会をして、歌やダンスやゲーム、教えて毎日朝か

ら晩まで練習したリコーダーのお披露目など、最

後まで充実して楽しいキャンプでした。お別れは

すごく寂しかったです。今回のワークキャンプで

は、沢山学ぶことができ、多くの人とコミュニケ

ーションがとれたので、これからの大学生活にこ

の学びを活かすことができると思います。いつか

また、チャンスを掴んで、フィリピンに行けたら

いいなと思います。 
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フィリピンワークキャンプを終えて 

神戸教区 垂水伝道所 杉野有沙 

 私がこのワークキャンプに参加したのは去年

に引き続き２回目の参加でした。２回目というこ

ともあり、気持ち的にも余裕を持って参加するこ

とができ、また多くのタガログ語を学びました。

今回は山間部にあるバンリックという村に行き

ました。バンリックでは水やガス、電気が通って

おらず、去年ホームステイした村との環境の差に

とても驚きました。夜はライトが無いと道を歩け

ない、蛇口が存在しておらず井戸の水を汲み置き

して使っているなど去年とは違うフィリピンを

体感しました。バンリックには去年もキャンパー

が行ったという事もあり、私たちが村に到着する

と、村の大人から子どもまで笑顔で迎えてくれ、

ようこそと言うより、おかえりなさい！という雰

囲気が漂っていました。村に到着した日の夕の礼

拝でバンリックの方々と共に「キリストの平和」

を日本語で歌いました。聞いたところによると、

去年のキャンパーが教えたそうです。１年前に教

えてもらった日本語の歌を今でも完璧に歌える

なんてなかなかできることではありません。私た

ち日本人を快く迎えてくれていることを感じ、と

ても嬉しく思いました。それと同時に、去年の事

がよほど印象的だったのだろうな、私も去年のキ

ャンパーに引き続きバンリックの方々にとって

印象に残るような活動をしていきたいなと思い

ました。 

 今回行ったワーク内容は、主に日曜学校の子ど

もたちとたくさん遊び、折り紙やリコーダーを教

えること、そして少しだけ教会のペンキ塗りを手

伝うことでした。リコーダーを教えた日から、毎

朝早くから毎晩遅くまでリコーダーの音色が聞

こえ、リコーダーの音で目覚める日もありました。

それだけ熱中するほどリコーダーのことを気に

入ってくれているのだなと嬉しく思いました。毎

日子どもたちと遊んでいるばかりだったので、最

初の方は、これは本当にワークと言えるのだろう

か、私は何かこの村のための力になっているのか

と不安に思っていました。しかし、子どもたちと

接していく日々を送っていくうちに、私たちが子

どもたちと仲良くなることで、共に朝や夕の礼拝

に参加するようになり、子どもたちが教会と接す

る時間が増え、その事がもしかしたら子どもたち

にとって生涯教会に行き続けるきっかけになる

かもしれない、また学校に行っていない子や学校

に行く回数が少ない子どもたちに折り紙やリコ

ーダーを教えることで、子どもたちにとって貴重

な時間、異文化に触れる時間となっている。そう

思うようになり、力仕事だけがワークなのではな

いということが分かりました。 

 私が今回のワークキャンプで一番感じたこと

は、人の暖かさです。私は今回のキャンプ中に体

調を崩してしまい、たくさんの方々に迷惑をかけ

てしまいました。病院に行き、バンリックに帰れ

ない日があり、翌日村に帰るとたくさんの人たち

が「大丈夫か？ご飯は食べれるの？お腹の痛み

は？頭痛は？」と私の体調を気遣ってくれました。

中には、心配して夜眠れなかった人もいたらしく、

フィリピンの方々の暖かさをひしひしと感じま

した。体調が復活してから久しぶりに子どもたち

と遊びましたが、みんなが待ってました！と言わ

んばかりに「ate Arisa!」と声をかけてくれ、無

邪気に接してくれたことが本当に嬉しかったで
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す。 

 今回は２つのワーク地をそれぞれ訪れる日が

あり、ジャンボリーの方々と関わったり、ジャン

ボリーのキャンパーとお互いのキャンプ地の様

子の情報交換ができたことで、バンリックとはま

た一味違うフィリピンを感じることができまし

た。 

 ホームステイが終了した日には、サンチャゴ要

塞に行きました。そこでは、かつて日本人がフィ

リピン人にどれほど残酷なことをしていたのか

ということを学ぶことができました。かつて残酷

なことをした日本人に対して、たくさんのホスピ

タリティを示してくれるフィリピン人は上辺だ

けの優しさではなく本当の優しさ、愛を持った

方々なのだなと改めて感じました。今年は日本に

とって終戦７０年という節目の年であり、戦争の

被害を受けたということを改めて思い起こし、平

和とは何なのかと考える時期であります。しかし、

平和について考えるとき、日本は被害者であり、

また何よりも加害者でもあるという事を忘れて

はならないと強く思いました。 

 最後に、このような学び多き１１日間を与えて

下さった事、キャンプの関係者の皆様に感謝いた

します。フィリピンで学んだこと、感じたことを

胸にこれからの日々の生活を送っていきたいと

思います。 

Maraming maraming salamat po!! 

 

フィリピンワークキャンプ 報告書 

                 武田宗久 

 

私が初めてフィリピンを訪問したのは６年前で、

私は大学生でした。そのときに現地で受けた衝撃

は凄まじく、私の価値観をまるっきり変えてしま

いました。私はそのときからフィリピンにすっか

りハマってしまい、翌年ももちろん参加。しかし、

社会人になり忙しくなり、なかなか参加できない

まま５年が過ぎてしまいました。今回はちょうど

時間もありタイミングもバッチリだったので、今

しかない！と思い、参加させていただきました。 

 今回は、九州教区から３名、沖縄教区から２名、

神戸教区から４名の合計９名がワークキャンプ

に参加しました。現地ではジャンボリー（村の名

前）グループとバンリック（村の名前）グループ

に分かれて、２つの村でそれぞれワーク、交流、

ホームステイをしました。２つの村は車で１５分

ぐらいの距離にあったので、時には皆で合流して

現地の子供たちにリコーダーの吹き方を教えた

り、歌ったり、ダンスをしたりしました。 

 ワークの内容は、教会の横の空き地（荒れ野原）

を開拓すること。教会のペンキ塗り、教会から前

面道路までの階段作りなどでした。例によって道

具は先の尖った鉄の棒や手作りの土固め道具な

どです。みんな汗だくになりながら、現地の人と

一緒に必死になって作業しました。 

 今回のキャンプで特に印象的だったことは、現

地の人が作ってくれる料理が本当にどれも美味

しかったことです。毎日違う料理がテーブルの上

にたくさんならびました。現地の子供たちも本当

に元気で純粋でした。最後の別れがとても悲しか

ったです。また機会があればぜひ参加したいです。 

 最後になりましたが、今回参加するにあたって

皆様からの献金、本当にありがとうございました。

感謝します。 
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『フィリピンワークキャンプを終えて』 

神戸教区姫路顕栄教会 

パウロ 野間陸 

 

去る 2 月末から 10 日 間、九州教区、沖縄教区、

神戸教区合同でのフィリピンワークキャンプに

参加させて頂きました。自身初のフィリピンであ

ったので、少しだけ緊張、しかし大き な期待を

持っての参加でした。僕が滞在したのはジョンボ

リーというマニラから車で３時間程かかる山中

の道路沿いにある村でした。ワークは、教会の駐

車場、 階段作りをジョンボリー教会の方々と共

に行いました。 

 

 僕が最も心に残っているのは、村のこどもたち

と過ごした時間です。教会に行くまでの道中を毎

朝付き添ってくれる子、ワークをしているのを遠

くからじーっと眺めている子、夜に家の外 にい

たら「一人で出歩くな」と注意してくれる子、す

れ違いざまに「ハンサム！ハンサム！」と声をか

けてくる子。5歳から 16 歳ぐらいの年齢のこども

たちが常に僕の周りにいました。そしてそのこど

もたち、またはその親までもが、上手な「人生の

楽しみ方」を知っていたのでした。 

 

 というのも、フィリピンへ 発つ何日か前に、

過去のフィリピンワークキャンプの参加者から

メッセージを頂いていて、「フィリピンで「豊か

さ」とは何なのかに気付けるといいな」という 旨

のことでした。「豊かさ」、フィリピンにいる間中、

僕の頭の中をぐるぐると回っていました。そして

その言葉の意味が自分なりの解釈で理解できた

瞬間があ りました。それは村のこどものボチョ

が一歳の誕生日を迎えた日。フィリピンでは誕生

日パーティーはかなり大々的に行われます。その

日は朝からボチョの家族 やご近所さんが集まり、

パーティー会場のセッティング。色とりどりの風

船、おそらくパーティーの時にしか作らないので

あろうお菓子（マシュマロ・ソーセー ジ・マシ

ュマロが串に刺してある、なぜそこにソーセージ

を挟んだのかが理解しにくいもの）、特大のバー

スデイケーキ。学校があるはずの子たちは「今日

は バースデイのホリデーだから」とニコニコし

ながらそれぞれの作業にいそしみます。さて、バ

ースデイランチを食べ、お菓子も食べたところで、

ゲーム大会が始 まりました。ご近所さん総出で

の椅子取りゲーム。日本でやってもまず確実にう

けないであろうただの椅子取りゲーム。しかし、

その椅子取りゲームではこども も大人もそこに

居合わせた人みんなが大爆笑、こどもがやってい

るのを親はただニコニコ見守るのではなく、全員

が参加者として大爆笑。その情景を目の当たり 

にした時に、そしてまた自分自身がその情景のひ

とつになった時に、さきほどの「豊かさ」という

言葉が自分の中に落とし込まれた気がしました。 

 

この人たちは「楽しみ方」を知っている。TV もゲ

ームも電波もないこの場所で、楽しんで生きるこ

とを当たり前にしている。純粋にすごく羨ましく

思いました。それは、TV もゲームも電波もないか

らただの椅子取りゲームなんかでも楽しめると

いうような話しではなく、そういえば彼らはいつ

どんな時にも貪欲に思えるほどに楽しもうとし
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ていました。TV もゲームも電波も、ただの椅子取

りゲームも、牛のフンだらけの道を歩くのも、炎

天下でヘトヘトになるようなワークをするのも、

ダンスバトルをするのも、彼らにとっては同じ事

なんだろうなと思いました。どんな状況でも楽し

む事の出来る力、それは彼らが持っていないもの

（持てないもの）を、持ちすぎ与えられすぎた僕

にはない、しかし生きる上では大変重要な「豊か

さ」だと感じました。 

 

 言語も考え方も文化もルールも違うのが当た

り前の中で過ごした 10 日間、フィリピンのスタ

ンダードの中から日本のスタンダードのあり方

を考えられた時間でした。たくさんの感謝を。 

 

フィリピンワークキャンプを終えて 

神戸教区 垂水伝道所 

アイリス 八代希 

 やるべきことをいつも後回しにし、自分の欲求

や娯楽を優先してしまう私は、普段の日常生活で

もかなり敬遠しがちです。そんな私が１０日間の

フィリピンでの生活に本当に馴染むことができ

るのか、日本とは全くかけ離れた生活の中で最後

までやり遂げることができるのか、海外に行くこ

と自体が初めてだった為か、キャンプが近付くに

つれて私の気持ちは不安でいっぱいでした。 

 映画やテレビ番組などの世界では自給自足の

生活をしている人たちの姿は何度も観ていまし

た。とはいえ、実際に自分が現地へ行って生活を

してみると、正直不便だなと思ったことが多々あ

りました。食べたい時に食べ物がすぐ手に入り、

凍えるほど寒い冬でもスイッチ一つ入れれば、便

座やお風呂、また部屋中が暖かくなります。そん

な日本とは違いフィリピンでは、お腹が空いた時

でもまず炭を集めて火を焚くところから始まり、

また、恵まれていて満ち溢れている訳ではない水

を、トイレやお風呂で使用する時は非常に気を遣

いました。日本の生活と比較すると、フィリピン

の街並みや生活は衝撃的なことの連続ばかりで

驚きを隠せなかったことを、今でも昨日のことの

ように覚えています。 

 しかし、３日も経つとそんな生活にもすぐに慣

れ、日本では決して受け入れられないようなこと

がここでは平気になっていたり、手が汚れていた

ら 洗 う

と い う

当 た り

前 の 生

活が、子

供 た ち

と 遊 ん

で い て

手 だ け

でなく、

足 や 服

や髪が汚れていても何の抵抗もなかったりと、ま

るで自分自身が無意識のうちにフィリピン人だ

と思い込んでいたかのように打ち解けている自

分がいました。 

長いようでとてもあっという間だったフィリピ

ンでの生活は、私にとっては一日一日がとても幸

せでした。普段の何気ない生活や他愛もない会話、

また、沢山の子供たちと精一杯遊んだ、そんな何

気ない日々が私の一番のパワーの源でした。下手

で聞き取りにくい私の英語を必死に理解しよう

とし、気持ちが一つになった時の達成感。時には

自己嫌悪に陥ることもありましたが、今思えば楽

しいだけの思い出より苦難もあった思い出もあ

る方が経験した甲斐もあり日本に帰国した時の

達成感をより味わうことができました。 

子供たちのキラキラと輝く沢山の笑顔と、楽しむ

ことを忘れず常にアクティブで、全く年齢を感じ

させないフィリピンの村の人たち。何よりバンリ

ックの人たちは、真摯で寛容な方が沢山いるなと

強く感じました。そう簡単には持つことが出来な

い水の入ったバケツを、私よりもはるかに体の小

さい小学生の子供たちが家から離れた井戸まで

何度も往復をしたり、大人の男性と対して変わら

ない重労働を、自ら積極的に行動し何事にも一生

懸命に取り組む中学生の男の子たち。特に、どん
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な時でもウェルカムに私たちを歓迎してくださ

り、無理をしてでも私たち日本人の為に様々な形

で努力してくださったバンリックやジャンボリ

ーの村の人々。私たちが無事にキャンプを終え、

日本に帰国することができたのも、見えないとこ

ろで一生懸命に支えてくださったフィリピンに

住む皆さんのおかげです。本当に感謝の気持ちで

いっぱいです。また、来年も行くことができたら

光栄です。 

Natutuwa akong makilala kayo！ 

フィリピンワークキャンプ２０１５ 

安村 遼太 

 

 私にとって今回のワークキャンプは2度目にな

る。そこで、前回の反省点を考慮して私は出発前

から決めていたことがあった。それは、写真を撮

りすぎないということである。前回の私のように

視覚情報ばかりに意識を傾けすぎず、耳や鼻や全

身でフィリピン を体感したかった。写真を撮る

ときはスマートフォンを使うことにして、愛用の

カメラを置いて家を出た 

 2月 27日の午後に日本人キャンパー9名を乗せ

た飛行機はマニラ空港に到着した。その日はマニ

ラに泊まり翌日から二手に分かれて 7泊 8日でジ

ャンボリーとバンリックそれぞれの村に滞在す

る。3 月 8 日に再びマニラで一泊して 9 日に帰国

というのが今回の大まかな日程である。 

 28 日、今回の舞台であるジャンボリーに到着す

る。教会で歓迎会が開かれ、付け焼刃なタガログ

語を織り交ぜた挨拶と自己紹介をした。そうする

と村の子供たちがダンスを披露してくれた。歓迎

会やみんなで遊ぶ時などでダンスをすることは

前回のワークキャンプでも同じだった。シャイな

人が多い日本人との違いを実感すると同時に、そ

のうち自分も踊ることになるだろうと覚悟した。 

歓迎会の後にはホームステイ先の家族と出会い、

そして 8日間の我が家へと足を運んだ。いつも眉

間にしわを寄せて不機嫌そうなお母さん。優しそ

うで陽気なお父さん。元気でおしゃべりな女の子。

少し控えめな男の子とまだ幼い弟。家はお世辞に

も大きいとは言えなかったが家が狭いとは、それ

だけ家にいるとき家族の近くにいるということ

でもあり、家族との仲を深めることになる。 

昼過ぎごろにはキャンパー全員でバンリックの

村に訪れ、教会にて再び自己紹介と挨拶をした。

夕方になるとスナックを食べに町に行き、その後

バンリック組と別れてジャンボリーに帰った後

は夕の礼拝、夕食、そして子供たちと遊んだ。テ

ーブルに座ってみんなでお絵かきをしたのだが、

女の子の一人が私の方をちらちらと見ながら絵

を描いていた。うれしいことに私の似顔絵を描い

てくれたのだ。実にそっくりに、そしてハンサム

に描いてくれたその絵をプレゼントまでしてく

れた。 

 ライトや電池式のスタンドはあるが、基本的に

電気の通っていない生活なので、太陽が沈むとと

もに寝て、昇るとともに起きる生活だった。何と

も健康的な生活に思えるが、睡眠は慣れるまで辛

かった。というのも、フィリピンは年中マイニッ

ト（暑い）イメージがあるが、ジャンボリーは標

高が高いため夜は急激に冷え込む。寒さで目が覚

めることは多々あったし、犬と鶏の鳴き声が睡眠

を妨げに来る。次回からは毛布と耳栓を持ってこ

ようと思う。 

ジャンボリー2 日目は丸 1 日子供たちと遊んだ。

日本から持ってきたけん玉、折り紙、リコーダー、

凧を教えたり、ココナッツを取りに木を登ったり。

こんな風に外で遊んだのは一体何年ぶりだろう

か。子供たちのめはキラキラと輝いているように

見えたが、昔の自分はどうだったろうか。これも

国と文化の違いだろうか。 
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3 日目からはワークが始まった。その内容は教会

前に階段を作ることとその横の植物が生い茂る

スペースを駐車場兼子供たちの遊び場にすると

いうものだった。容赦ない日差しと普段の運動不

足のツケがやってきた。こうなることは分かって

いたのだから普段から体を鍛えておけばよった。

夕方になると子供たちに様々な遊びを教えても

らったのだが、案の定ダンスをすることになった。

郷に入っては郷に従え、やるからには羞恥心をか

なぐり捨てて楽しむ方がお得だろう。ジャンボリ

ーに来て一皮むけた気がした。 

4 日目以降も様々なことがあった。学校を訪問し

たり、子供の誕生日パーティーが開かれたり、バ

ンリックのワークを手伝いに行ってペンキまみ

れになったり、語りつくせないほどに毎日が充実

していた。 

その中でも今回私にとって最もうれしかったこ

とは、ホームステイ先の家族が私のことを家族だ

と言ってくれたことである。お父さんは「日本で

大学を卒業したらうちに住まないか。お前のため

に部屋を作っておく。１ヘクタールプレゼントす

る。一緒に大工をしよう。」とまで言ってくれた。

フィリピンにきてまさか就職先が出来るとは。び

っくりしたが、家族が私を受け入れてくれる温か

さが嬉しかった。 

最終日の朝はいつにもまして早く目が覚めた。家

族とまたいつか必ず訪れるようにと約束をした。

そのあとバンリックへと移動して礼拝をした後

にお別れの時間が来た。普段は怒りっぽいお母さ

んまで涙を見せて別れを惜しんでくれた。友達と

家族とのお別れはつらいが今回出来たこのつな

がりをこれで終わりにしたくない。またいつか必

ずジャンボリーを訪れることを私は決心した。 

 今回のワークキャンプで私はたくさんの宝物

を得ることが出来た。それは、描いてもらった似

顔絵や家族にもらったリング、子供たちが作って

くれた電気スタンドだけではなく、新しく出来た

友達や家族とのつながり、ジャンボリーで過ごし

た時間までが私にとっての宝である。また来年宝

さがしにいける日を楽しみにしている。 

 

「ありがとう」 

司祭 ヨシュア 長田吉史 

Ang tagal na kitang hindi nakita! Masaya 

kami sa aming pagbisita dito. Parang 

kahapon lamang ng dumating kami dito 

galing ng Japan. 

 

「EDI WOW !」「Boom panes!」「Kapuy 

kaayo」 

 今回のフィリピンでは、それらの言葉をよく

聞いた。最初の二つは、バンリック滞在中のあ

る晩、ホストファミリーの子たちが教えてくれ

たタガログ語フレーズの一部で、最後の一つは

冗談でしんどい時に使うフレーズであると、ダ

ンス好きな NANAY が教えてくださった。そ

れら以外にも、これまで以上にたくさんのタガ

ログ語のフレーズを知った。すると、彼らは事

あるごとにそれを言えと言ってくる。もしそれ

らが私の口から出てこない時は、皆さんに

「Suko ng ako（I give up）」と言うと、間髪

入れずに「Hwag kang susuko,（Don’t give 

up）Padi!」と手厳しい。時々は面白がってい

るようにも思えたが、でもそれによって彼らと

の距離がこれまで以上に縮まった。 

 お互いがお互いに違う言葉を使うけれど、で

も一方が他方に、他方が一方に自分の言葉を教

えるのは、何だかとってもあったかい時間だっ

た。両国語による朝・夕の礼拝もそうだが、先
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程のように何度も何度も教えてくれるタガロ

グ語の言葉の向こう側には、バンリックの皆さ

んが無条件で私たちの手を引いてくださって

いる、迎え入れてくださっているしるしだと思

える。口から出なければ急かされるし、タイミ

ングが良ければ大爆笑！そして次々に新しい

フレーズを擦り込んでくるけれども、そこには

言葉の向こう側へと私たちの側からではなく、

バンリックの皆さんの方から私たちの手を引

いてくださっていた、導いてくださっていたの

だろう。心から「ありがとう」って言いたくな

ることは、色々あるけれど、それだって大きな

大きな「ありがとう」の一つだろう。 

 「ありがとう」ということになると、それ以

外にもたくさん言いたい出来事があった。それ

は Padi Joe をはじめ、本当にたくさんの方々

に対して。そんな気持ちで日本へ帰って来て、

今、私たちの心はどうだろうか。フィリピンで

のそういう「ありがとう」が続いているだろう

か。私自身を見つめてみると、何だか少ないな

ぁって思うばかり。せっかく「ありがとう」と

いう気持ちがフィリピンでいっぱいになった

のに、どうしてそうなってしまうのだろうか。

周りの人が「ありがとう」という気持ちにして

くれないからだろうか。自分が「ありがとう」

という気持ちに範囲を設けているからだろう

か。考え直してみたいものだ。でもきっとフィ

リピンでの「ありがとう」という気持ちでいっ

ぱいになった自分こそが、一番輝いているのだ

ろう。 

Eto lang po ang masasabi ko sa iyong 

lahat. Mahal ko kayong lahat. 

Maraming malaming salamat po, Padi Joe 

at aking pamilya!!! 

 

 

フィリピンワークキャンプの思い出 

沖縄教区 司祭 岩佐直人 

 

 今年で 4回目のワークキャンプとなった。連続

して、またスタッフとしては 3回目の参加。久し

ぶりに水を汲み、重い水を運んだ。本当に僅かな

量で、自分が使う１日分にもなっていなかった。

それを約 10 日間分も家のお父さんや子どもたち

にやってもらった。 

 ある日の夕方、子どもが水汲みに行ったので一

緒にやろうとついて行ったが、途中で「パディ、

礼拝の時間だから」と言われ、慌ててわたしだけ

教会に向かったことがあった。わたしたちのワー

クキャンプが生活だけでなく、礼拝もみんなに支

えられて守ることができていることに気づかさ

れ、本当に感謝している。 

 日々の礼拝をキャンパーと数名のバンリック

の人と守ることが多く、もっと多くの人と礼拝を

献げることができたらいいなと思っていたが、イ

ンフラの整備されていないところでは、生きてい

くためにやるべきことが私が思っているよりも

はるかに多くあり、それらを村の人達に代わりに

やってもらっていたからこそわたしたちの生活

や礼拝が守られていた。感謝とともに、自分がま

だまだ律法的であることに反省もさせられた。 

 聖書の中で、野宿をする羊飼いたちが教会で礼

拝しないをということを罪人である、良くないこ

とであると決めつけてしまう人がいる。それがた

ださぼって遊んでいるだけなのならそう言いた

くもなるのだろうが、羊飼いたちは教会に行って

礼拝することが難しい生活をしていた。それは羊

を養い守るために、神様が創造された命を守るた

めに礼拝に行けない生活だった。ところが神様か

ら与えられた命を見ようとしない人達からは良

くない人達と見なされた。羊飼いはとても祝福さ

れた仕事だったにも関わらず。 

 わたしもバンリックで、もっと多くの人に礼拝

に来てほしい、日中は一緒に過ごしていたのにど

うしてもっと来てくれないのかと思っていたが、

日本に帰ってきてから思い出すのは村にいたた
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くさんの子ども達がそれぞれの家で大切に守ら

れているということであり、またわたしたち自身

の命も守ってもらっていたということ。礼拝の時

間を犠牲にしながらも。 

 日本での生活は水汲みや火起こしは必要無い。

しかし、わたしたちの日本での生活も誰かに代わ

りにやってもらっていることがあるということ、

そしてわたしたちの生活や礼拝がみんなに支え

られて守られているということ、この地上に来た

「いのち」のために礼拝をしているということを

忘れずに生きていきたいと思う。 

 最後にバンリックやジャンボリー、パディ・ジ

ョ－やＥＤＣＰの皆さんに主の栄光が現されま

すように。主に感謝。 

 

 

７年ぶりにフィリピンへ行って 

    九州教区 司祭 フランシス小林史明 

 私が前にフィリピンへ行ったのは、今から７年

前の２００８年。それから今年までのことを考え

ると、フィリピンと日本には大きな変化が起きて

きたと実感する。 

 先ず統計的なことだが、日本の人口はその年を

ピークに減り始めた。一方、フィリピンは、２０

１４年の７月２７日、フィリピン政府の人口委員

会によると、人口が１億人を突破したと言う。こ

のままでいけば、２０２８年には、１億２３００

万人になって、日本の人口を抜くことになるそう

だ。少子高齢化の日本を、近い将来、フィリピン

の若者たちが助けてくれる時代が来ると私は予

想する。私と同じ５６歳の男性と家族の話をした

ら、彼には１０人の子どもと、２３人の孫が居る、

と言う。結婚したのは１７歳の時だということで、

全く状況の違いに驚いた。しかし、小さな小学生

が、生まれて間もない弟を背負って世話をしてい

る様子を見たら、この子どもたちは生活の中で、

生きるための知恵を学んでおり、若くてもいい家

庭を築けるだろうと思えた。そんな子どもたちに、

少しの時間だったが、カレンダーと創世記の最初

を開いて、暦の話や天体の話をすることができた。 

彼らの好奇心を満足させるために、何かできない

か、と思っていたら、ジャンボリーの教会の近く

にあるハイスクール（中学４年間と高校２年間を

一緒にした学校）を訪ねることができた。オース

トラリアの資金によって、新しい鉄筋コンクリー

トの校舎が建っている。しかし、ショックを受け

たのは、案内された図書館の蔵書の少なさだ。小

学校の蔵書は、およそ児童の数くらいあると小学

校の校長ロバートさんは言っていたが、ハイスク

ールの方は、３人の生徒に１冊くらいらしい。「今、

ここのハイスクールに何が一番必要ですか？」と

質問したら、英語の本を理解するための、英語か

らタガログ語に訳すための辞書だそうだ。帰る前

の日、マニラでジョー司祭に案内されて、辞書と

図鑑を数冊購入した。そしてジョー司祭にジャン

ボリーのハイスクールに寄贈してもらった。でき

れば今後も子のジャンボリーの若者が通うハイ

スクールの支援をしてゆきたいと決心して帰っ

てきた。個人的な支援であっても続けることで、

フィリピンの若者たちとの関わりを続けられる

のではない

か、と思って

いる。写真は、

ホームステ

イ先のエス

ターさん。毎

日洗濯やい

ろんな世話

をしてくだ

さった。来年

も再会でき

たらいいの

だが。 


